
　

ゴ
ミ
は
、
河
川
や
水
路
に
捨
て
な
い
で
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
町
の
景
観
や
環
境
を
損
な
い
ま
す

　

河
川
は
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
創
出
す
る
環
境
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
河
川
や
水
路
に
ご
み
が
浮
い

て
い
る
状
態

は
、
町
の
景

観
や
環
境
を

損
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ゴ
ミ
に
よ
っ

て
水
の
流
れ

が
悪
く
な
る

と
、
水
質
の

悪
化
や
悪
臭

の
原
因
と
な

り
ま
す
。

会、安曇・
奈川地域お
こし協力隊
の皆さんに
もご協力い
ただき、各
地区の伝統
野菜や特産
農産物、加
工品のＰＲ、
即売も実施しました。
　今回使用した伝統野菜は、生産量が少なく、首都
圏では全く流通していません。地元でもなかなか手
に入らないものばかりです。今後は、こうした松本
の伝統野菜を継承する仕組みづくりを支援するとと
もに、多くの皆さんに知ってもらい、松本に訪れて
こそ味わえる「松本の魅力」の１つとなるよう育ん
でいきます。

　昨年１１月に、東京銀座にある長野県のアンテナ
ショップ「銀座NAGANO」で、料理研究家の横山
タカ子先生とともに、先生の開発したレシピによる
松本の伝統野菜を使った調理実演、試食イベントを
長野県との共催で行いました。
　事前申込制の試食会は満席の盛況で、首都圏から
参加した約50人が、「松本一本ねぎ」のすき焼き風、
「稲

いね

核
こき

菜
な

」と白菜の漬物、「保
ほ

平
だいら

蕪
かぶ

」のサラダ、「ガ
ニ豆」を使った
甘酒デザート等、
趣向を凝らした
献立に舌鼓を打
ちました。
　当日は、市職
員のほか、稲核
生産者組合、乗
鞍グリーンツー
リズム推進協議

　
ご
み
を
減
ら
そ
う

松本の伝統野菜を使った

「信州の長寿ごはん」

●問い合わせ　農政課（☎34－322１ ｆ36－62１7）、西部農林課（☎78－3003 ｆ78－3942）

▲試食会の様子

▲�安曇・奈川地域おこし協力隊（左）と乗鞍グ　
リーンツーリズム推進協議会（右）によるＰＲ

を開催しました

銀座NAGANO発！

○
水
害
の
原
因
に
な
り
ま
す

　

ゴ
ミ
が
水
路
に
溜
ま
っ
た
り
、
地
下
に

あ
る
水
路
の
中
で
詰
ま
っ
た
場
合
は
、
水

路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
、
水
害
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
農
作
物
へ
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す

　

水
路
に
農
薬
や
油
な
ど
を
流
す
と
、
下

流
の
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

松
本
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
清
ら
か
な

流
れ
を
守
る
た
め
、
市
内
の
１8
の
河
川
に
、

河
川
愛
護

団
体
が
組

織
さ
れ
、

河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
、

清
掃
、
啓

発
看
板
の

設
置
等
の

活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
業
務
課

（
☎
47－

１
０
９
６ 

ｆ
40－

１
３
３
５
）

　
河
川
や
水
路
に

　
　
　
　
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で

環
境
コ
ラ
ム
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「まつもと市民生きいき活動」ロゴ 横組

4C

1C

10.11.30_01_NK

　
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
始
ま
り
ま
す

医
療
メ
モ 

＃
３
５
５

　突然ハガキで「あなたの未納・不
払いにより財産の差し押え執行を要
求する」という「民事訴訟通告書」
が届いたとの相談が多く寄せられて
います。
　他にも、「総合消費料金未納分」
を請求する目隠しのシール付きのハ
ガキや、携帯電話やスマートフォン
に「コンテンツ利用料が未納」とい
う簡易メールが届いたとの相談があ
ります。
　いずれの場合も、不特定多数の方
に送っている詐欺的な架空請求です
ので、無視しましょう。ハガキや簡
易メールに記載の電話番号には、絶
対に電話をしないでください。

「民事訴訟通告書」
というハガキ

困ったなと思ったら・・・

　松本市教育委員会では、市民一人
一人が人生の充実に向けて、生涯に
わたって学び続けるまち「学都松
本」の実現に向け、「まつもと市民
生きいき活動」に取り組んでいます。
この活動は、私たち一人ひとりが目
標を決めて「不

ふ

易
えき

」を貫き、変わら
ない大切なことを続けていこうとい
う活動です。
　「不易」とは、どんな時代でも変
わらず大切にしていきたいことです。
例えば、元気にあいさつをすること、
体を動かして汗をかくこと、皆が使う場所をきれいにすることな
ど、取り組み方は１00人いたら１00通りの方法があります。
　皆さんも、できることからコツコツと、始めてみませんか。
　詳しくは、4月号広報と一緒に配られる上部のチラシもご覧
ください。　このコーナーでは、毎回市民の皆さんが実践してい
る「まつもと市民生きいき活動」の取り組みを紹介しています。
こんなことを楽しみながらやっているという取り組みなどありま
したら、ぜひ情報をお寄せください。

●問い合わせ　教育政策課（☎33－3980 ｆ33－3934）

　

１
９
９
１
年
に
ア
ル
プ
ス
で
５
３
０
０

年
前
の
氷
河
か
ら
ミ
イ
ラ
が
発
見
さ
れ
、

ア
イ
ス
マ
ン
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
推
定
年
齢
47
歳
の
ア
イ
ス
マ
ン
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
胃
の
中
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
（
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
）
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

み
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
細
菌
は
人
間
の

胃
に
す
み
つ
き
、
胃
炎
、
胃
潰
瘍
、
胃
が

ん
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
全
人
類
の
お
よ
そ
半
分
が

感
染
す
る
ほ
ど
に
、
深
く
、
そ
し
て
長
く
、

人
間
と
共
存
し
て
き
た
の
で
す
。
衛
生
環

境
が
整
っ
た
今
で
は
、
母
子
感
染
（
口
移

し
な
ど
が
推
測
さ
れ
て
い
る
）
が
主
な
感

染
経
路
と
考
え
ら
れ
、
除
菌
す
る
こ
と
で

胃
が
ん
を
予
防
で
き
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
過
去
の
衛
生
状
態

の
影
響
を
う
け
る
た
め
、
年
代
を
さ
か
の

ぼ
る
ほ
ど
増
加
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

40
代
で
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
50
代
で
約
40

パ
ー
セ
ン
ト
、
60
代
で
約
50
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
一
方
、
中
学
生
の
感
染
率
は
3.１
～

7.6
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ピ

ロ
リ
菌
は
が
ん
年
齢
で
あ
る
成
人
期
の
病

気
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

感
染
の
き
っ
か
け
は
小
児
期
で
す
。
小
児

の
感
染
は
5
歳
ま
で
に
多
く
、
胃
の
慢
性

的
な
炎
症
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
、
貧
血

や
腹
痛
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
成
人

期
ま
で
感
染
が
持
続
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

小
児
期
に
ピ
ロ
リ
菌
を
発
見
し
除
菌
治
療

す
る
こ
と
は
、
成
人
期
の
胃
潰
瘍
や
胃
が

ん
へ
の
進
行
を
食
い
止
め
る
た
め
に
重
要

な
だ
け
で
は
な
く
、
次
世
代
へ
の
感
染
を

阻
止
し
、
や
が
て
は
人
類
と
の
共
存
に
終

止
符
を
打
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

松
本
市
は
今
年
か
ら
、
医
師
会
や
信
州

大
学
を
始
め
と
す
る
市
内
医
療
機
関
と
協

力
し
て
、
中
学
2
年
生
の
希
望
者
を
対
象

に
「
尿
お
よ
び
血
液
を
用
い
た
ピ
ロ
リ
菌

検
査
」
を
実
施
し
、
除
菌
治
療
さ
ら
に
は

ピ
ロ
リ
菌
撲
滅
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
中
学
2
年
生
に
、
こ
の
検
査
を

ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

医
師
会

U
R
L
: h

ttp
://w

w
w

.m
a
tsu

-m
e
d
.o

r.jp

　松本市消費生活センター
　（☎36－8832）または１

い

8
や

8
や！

へ

賢い消費者に
　　なるために
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